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①H20.8.22 世田谷区
東京都市大学

（武蔵工業大学世田谷キャンパス）

②H21.8.24 つくば市
筑波学院大学

③H22.8.20 金沢市
金沢工業大学

④H23.8.5 東淀川区
大阪経済大学

⑤H24.8.10 千葉市
東京情報大学

⑥H25.8.9 京都市
京都大学

⑦H26.8.12 川越市
東洋大学川越キャンパス

⑦H27.8.10 宮崎市
宮崎公立大学

全国大会の軌跡



2030年の社会と子供たちの未来

グローバル化は我々の社会に多様性をもたらしつ
つある。また、急速な情報化や技術革新もまた、人

間生活を質的に変化させている。こうした社会的変
化の中で、教育の在り方も新たな事態に直面して
いることは明らかである。

8/5教育課程企画特別部会資料１より







新学習指導要領(案) その１（地歴・公民）

毎日新聞 2015年8月6日 東京朝刊より引用



新学習指導要領(案) その２（理科・英語）

発達段階 扱い等 内容等

小学校中学年 英語活動（1時間/週） 「聞く」「話す」

小学校高学年 教科（2時間/週） 「聞く」「話す」「読む」「書く」

中学校 教科（4時間/週） 対話的な授業を英語で行う

高校 教科（発信力を強化） 発表・討論・交渉・議論等

英語



新学習指導要領(案) その３（情報）

特定教科
なし

情報Ａ
情報Ｂ
情報Ｃ

社会と情報
情報の科学

共通必履修科目
発展的な選択科目



• 情報科においては、高等学校教育における共通
性を明確にし、情報の科学的な理解に裏打ちさ
れた情報活用能力を身に付けるため、統計的な
手法の活用も含め、情報と情報技術を問題の発
見と解決に活用するための科学的な考え方等を
育成する共通必履修科目の設置を検討すること
とする。併せて、当該共通必履修科目を前提とし
た発展的な内容を扱う選択科目についても、検討
を行う。

2015.08.05中教審初中-企画特別部会

次期学習指導要領 「情報科」内容の見直し（抜粋）



情報科目の今後の在り方について（検討素案）
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関連して、現行中学校技術・家庭（技術分野）における「情報に関する技術」の指導内容の充実、及び小・中学校
段階からの各教科等における情報活用能力を育成するための指導の充実についても、検討が必要。

○情報とそれを扱う技術を問
題の発見・解決に活用する
ための科学的な考え方

○情報通信ネットワークを用い
て円滑にコミュニケーション
を行う力

共通教科「情報」（現行） 新科目のイメージ

社会と情報
１ 情報の活用と表現
２ 情報通信ネットワークとコミュニケーション
３ 情報社会の課題と情報モラル
４ 望ましい情報社会の構築

情報の科学
１ コンピュータと情報通信ネットワーク
２ 問題解決とコンピュータの活用
３ 情報の管理と問題解決

４ 情報技術の進展と情報モラル

いずれか１科目（２単位）を選択必履修

育成する資質・能力

「情報活用能力」

○情報機器やネットワーク を
用いて情報を収集・加工・
発信する力

○情報モラル、知的財産の保
護、情報安全等に対する実
践的な態度

○情報社会に主体的に参画し
寄与する能力と態度

情報と情報技術を
問題の発見と解決に

活用するための科学的な
考え方等を育成する科目
●コンピュータと情報通信ネットワーク
●問題解決の考え方と方法
●問題解決とコンピュータの活用
●情報社会の発展と情報モラル

上記科目の履修を前提とした

発展的な内容の科目
についても検討

高度な情報技術の進展に伴い、文理
の別や卒業後の進路を問わず、情報
の科学的な理解に裏打ちされた情報
活用能力を身に付けることが重要

改訂の必要性

教員の現状としては、他の教科を担当する教員が教科「情報」を兼任していることが多数想定される。

高度情報社会に対応
する情報教育



「毎日新聞 2015年06月19日 東京朝刊」より

大学入学希望者学力評価テストと高校基礎学力テスト



• 次期学習指導要領における教科「情報」に関する
検討と連動しながら、対応する科目を実施する。

• 以上に示した内容はあくまで現時点までの検討
状況を中間的に整理したものである。今後、関係

者との十分な意見交換等を行いつつ、本年内を
目途に「最終報告」を提出することを目指し、更
に具体的な検討を進める。

高大接続システム改革会議 中間まとめ(案)－抜粋 2015.08.05



校種 H27 H28 H29 H30 H31 H33 H34 H35 H36

小
学
校 中

教
審
：企
画
特
別
部
会
で
大
枠
を
審
議

〃
教
科
部
会
等
で
教
科
内
容
等
を
審
議

中
教
審
答
申

小
中
学
校
学
習
指
導
要
領
改
訂

教
科
書
検
定

全
面
実
施

教
科
書
検
定

全
面
実
施

中
学
校

学
習
指
導
要
領
改
訂

大
学
入
試

基
礎
学
力
テ
ス
ト
試
行

現
行
指
導
要
領
大
学
入

試
希
望
者
学
力
テ
ス
ト

教
科
書
検
定

１
年
生
か
ら
順
次
実
施

大
学
入
試

基
礎
学
力
テ
ス
ト
実
施

新
指
導
要
領
大
学
入
試

希
望
者
学
力
テ
ス
ト

高
校

学習指導要領改訂＆入試改革のスケジュール（予定）
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指導方法の変革を支援する方策について

○教材の充実

クラウドによるプログラミング環境の提供

• Ｗｅｂブラウザ上で動作するプログラミング実行環境の活用を促進

• 現在、ＭＩＴや大阪電気通信大学等において提供されているが、より多くの大学・
企業等からの提供を促進

日常生活や社会生活における情報の利活
用場面に即した多様な教材の提供

情報モラルに関するビデオ教材
（平成25年度文部科学省委託事業）

○養成・採用・研修の充実

地域の研究会と企業・大学・学会との連携による研修会の実施

新必履修科目に対応した情報科担当教員向け研修会の展開

○ＩＣＴ環境の整備

教育のＩＴ化に向けた環境整備４か年計画（平成２６～２９年度）

平成２９年度までに、教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数 ３．６人 等

• 特に、「情報システムと情報通信ネットワーク」や「問題解決とコンピュータの活用」
（プログラミングを含む）等に関する指導力の向上

• e-Learningによる研修の可能性も検討

プログラミング教育実践ガイド
（平成26年度文部科学省委託事業）

情報科教員の養成、情報科の免許状を有
する者の採用の促進
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平成２７年度プログラミング教育実践ガイド作成－実証校募集（～8/25）

MRI 実証校 ・募集要項と申込書類をダウンロード
・学校単位で応募

プログラミング教育実践ガイド

・平成26年度版について


